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「
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機
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理
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」
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参
照
下
さ
い
。
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こ
の
マ
ッ
プ
は
、
静
岡
県
第
4
次
地
震
被
害
想
定
に
お
け
る
最
大
の
震
度
分
布
（
2
5
0
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
）
を
基
に
し
て
い
ま
す
。

裏
面
に
は
「
液
状
化
」
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
静
岡
県
第
4
次
地
震
被
害
想
定
に
お
け
る
最
大
の
震
度
分
布
（
2
5
0
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
）
を
基
に
し
て
い
ま
す
。

裏
面
に
は
「
液
状
化
」
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

避
難

地

避
難

所

災
害
が
発
生
し
又
は
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、
緊
急
的
に
身
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
場
所
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

屋
外
の
広
い
場
所
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
避
難
地
に
は
防
災
倉
庫
が
あ
り
、
市
の
職
員
が
配
置
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
地
震
発
生

ま
で
に
時
間
的
余
裕
が
あ
る
場
合
に
は
、
津
波
か
ら
の
避
難
の
た
め
、
さ
ら
に
沿
岸
か
ら
離
れ
た
避
難
地
等
へ
逃
げ
る
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
突
発
地
震
に
と
も
な
う
津
波
か
ら
の
緊
急
避
難
は
、
津
波
避
難
ビ
ル
や
津
波
避
難
路
等
を
利
用
し
て
「
少

し
で
も
早
く
、
少
し
で
も
高
い
と
こ
ろ
」
へ
逃
げ
て
下
さ
い
。

地
震
や
津
波
な
ど
の
災
害
発
生
後
、
自
宅
が
被
災
し
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
避
難
生
活
を
す
る
場
所
で
、
主
に
学

校
等
の
公
共
施
設
に
な
り
ま
す
。
運
営
は
自
主
防
災
組
織
が
中
心
と
な
り
、
生
活
の
場
を
提
供
す
る
ほ
か
、
給
食
、
給
水
、

情
報
の
提
供
な
ど
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

突
発

地
震

津
波

の
危

険
あ

り
緊

急
避

難
津
波
避
難
ビ
ル
な
ど

裏
山

な
ど

高
台

避
難

地
な

ど

「
少

し
で

も
早

く
、

  
 少

し
で

も
高

く
」

津
波

か
ら

の
避

難
手

順

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
(巨

大
地
震
警
戒
)等

の
発
令

凡
　

例

震
度

５
強

震
度

６
弱

震
度

６
強

想
定

さ
れ

る
地

震
の

震
度

震
度

５
弱

0
.
5
k
m

詳
し
く
は
下

部
を

参
照
し
て

下
さ
い

。

※
2

海
岸
と
の

距
離

施
設
名

避
難

地
施
設
名

避
難

所
施
設
名

凡
　

例

津
波

高
（

第
4
次

地
震

被
害

想
定

）

避
難

地
・
避

難
所

海
岸

堤
防
・
河

川
堤

防
高
（

m
）

海
岸

堤
防

海
抜
（

m
）

津
波

避
難

訓
練

対
象

区
域
の
境
界

第
4
次

地
震

被
害

想
定

津
波

浸
水

域
の
境
界

※
1

1
7
.
0

4
.
3
m

4
.
0

津
波
避
難
タ
ワ
ー

津
波
避
難
マ
ウ
ン
ト

津
波

災
害
警

戒
区

域
　
　
　
　
　
　
　
　
の
境
界

※
3

(
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン

)

築
山

※
1
～
　
3の

内
容
は

裏
面
に

記
載

し
て

い
ま
す

0
.
5
k
m

0
.
5
k
m

3
.
1
k
m 1
.
6
k
m

1
.
6
k
m

津
波
避
難
マ
ウ
ン
ト

1
2
.
0
m

津
波
避
難
タ
ワ
ー

1
2
.
3
m

1
0
.
6
m

津
波
避

難
タ
ワ
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1
2
.
3
m

津
波

避
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タ
ワ
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築
山

1
5
.
0
ｍ

淡
島 長

井
崎

赤
崎

用
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松
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大
瀬
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御
浜

岬

沼
津

駅

沼
津

I
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P
A

片
浜
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市
立
病
院

富
士

市

上
石

田
I
C

浮
島
地
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セ
ン
タ
ー

沼
津

市
役

所

第
三
小

第
二

小
第
四
地
区
セ
ン
タ
ー

御
用
邸

香
貫
山

記
念
公
園

牛
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大
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展

望
水
門
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ゅ
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大
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展
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ゅ
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旧
市
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戸

田
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狩
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桐
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台
公
園

豊
町
公
園

浅
間
神
社

南
部
浄
化

セ
ン
タ
ー

我
入
道
公
園

広
場

門
池
公
園

B&
G海

洋
セ
ン
タ
ー

第
三
中

香
貫
小

市
立
沼
津
高

大
岡
小

大
岡
中

大
岡
南
小

愛
鷹
地
区
セ
ン
タ
―

原
小

原
中

原
東
小

片
浜
小

今
沢
小

片
浜
中

門
池
小

門
池
中沼

津
高
専

沼
津
東
高

金
岡
中金
岡
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(改
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版
)

地
震
  津
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ハ
ザ
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県
第
４
次
地
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被
害
想
定

保
存
版

沼
津
市
(改
定
版
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・
全
市
版

津
波

到
達

時
間

 
約

7
分 津

波
到

達
時

間
 
約

8
分

津
波

到
達

時
間

 
約

1
0
分

津
波

到
達

時
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約
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達
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 沼
津
市
公
式
防
災
ア
プ
リ

　「
沼
津
市
公
式
防
災
ア
プ
リ
」
は
、
防
災
関
連
情
報
や
防
災
マ
ッ
プ
の

確
認
、
安
否
登
録
機
能
等
を
備
え
た
防
災
ア
プ
リ
で
す
。
災
害
発
生
時
・

平
常
時
を
問
わ
ず
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
日
頃
か
ら
危
機
管
理

情
報
を
取
得
す
る
手
段
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

An
dr
oi
d

の
方
☞

iP
ho
ne

の
方
☞

ア
プ
リ
は
左
記
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
地
震
発
生
時
に
、
同
報
無
線
が
聞
き
取
り
に

く
く
、
避
難
指
示
等
を
聞
き
逃
し
て
し
ま
っ
た

場
合
に
、
こ
ち
ら
の
番
号
に
お
か
け
い
た
だ
く

と
、
自
宅
の
電
話
や
携
帯
電
話
か
ら
、
放
送
し

た
内
容
を
も
う
一
度
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

同
報
無
線

自
動
応
答
シ
ス
テ
ム

05
5-
95
5-
52
55

沼
津
市
危
機
管
理

情
報
メ
ー
ル

　
登
録
し
た
皆
さ
ん
に
市
が
把
握

し
て
い
る
危
機
管
理
情
報
等
を
配

信
し
て
い
ま
す
。
地
震
発
生
時
の

情
報
収
集
の
た
め
、
事
前
に
登
録

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
下
記
Q
R
コ
ー
ド

か
ら
登
録
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い

先手入の報情

工
科

短
大

工
科
短
大

旧
内
浦
小

旧
内
浦

小
（
上
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

（
上
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
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最
新
の
情

報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
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最
新
の
情

報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
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w
w
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t
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a
z
u
.
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u
o
k
a
.
j
p
/「

危
機
管
理
情
報
」
を
参

照
下
さ
い
。

こ
の

マ
ッ

プ
は

、
静

岡
県

第
4
次

地
震

被
害

想
定

に
お

け
る

液
状

化
可
能
性
分
布
（
2
5
0
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
）
を
基
に
し
て
い
ま
す
。

裏
面

に
は

「
地

震
・

津
波

」
に

関
す

る
情

報
を

掲
載

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
つ

い
て

の
お

問
い

合
わ

せ
は

、
「
沼
津
市
危
機
管
理
課
 
0
5
5
-
9
3
4
-
4
8
0
3
」

ま
で

お
願

い
し

ま
す

。

■
津

波
避

難
訓

練
対

象
区

域
の

自
治

会

連
合

自
治

会
「

津
波

避
難

訓
練

対
象

区
域

」
の

自
治

会

本
町
地
区

第
二
地
区

千
本
地
区

第
三
地
区
下
香
貫
［
一
部
］

第
三
地
区
中

第
三
地
区
我
入
道

第
四
地
区
東
［
一
部
］

第
四
地
区
西

静
浦
地
区

内
浦
地
区

西
浦
地
区
［
一
部
］

戸
田
地
区
［
一
部
］

本
町

一
丁
目
、
本

町
二

丁
目

下
河

原
西

町
、
下

河
原

南
部

、
下

河
原

東
部

、
千

本
常

盤
町

、
旭

町
、
千

本
緑

町
、
宮

町
、
幸

町
、
港

湾
区

、
下

河
原

団
地

市
道

町
、
松

下
町

、
東

間
門

、
西
浜

町

西
村

町
、
宮

本
町

、
神

明
町

、
馬
場

町
、
第

二
宮

脇
、
石

原
、
楊

原
、
塩

満
、
西

木
の
宮

、
東

桃
郷

、
二

瀬
川
町

、
藤

井
原

町

塩
場

、
島

郷
、
牛

臥
、
八

間
町

、
東

八
間

町
、
西

島
町

、
三
貫

地

江
川
町

、
東

町
、
一

本
松

町
、
津
島

町
、
浜

町
、
林

町
、
稲

荷
町

、
秋

葉
町

、
南

条
寺

町

住
吉

町
、
南

本
郷

町
西

、
玉

江
町

御
幸

町
、
三
園

町
、
市

場
町

、
通
吉

田
町

、
吉

田
町

、
永

代
川
瀬

町
、
槙

島
北

町

志
下

、
馬

込
、
獅

子
浜

、
江

浦
、
多

比
、
口
野

重
寺

、
小

海
、
三
津

、
長

浜
、
重
須

木
負
、
久

連
、
平

沢
、
立

保
、
古
宇

、
足

保
、
久

料
、
江

梨

鬼
川
、
小

中
島

、
大

中
島

、
一

色
、
入

浜
、
口
南

、
奥

南
、
大

浦
、
御

浜
、
小

山
田

、
井

田

※
1
　

第
４
次

地
震

被
害

想
定

津
波

浸
水

域

※
2
　

津
波

避
難

訓
練

対
象

区
域

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

表
示
区
域
に
つ
い
て

　
こ
の
地
図
は
、静

岡
県
第
４
次
地
震
被
害
想
定
に
お
け
る

液
状
化
危
険
度
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
「

液
状

化
」と

は
、
地

震
に
よ
り
地

盤
が

一
時

的
に
液

体
の
よ
う
に
な
る
現

象
の
こ
と
で
す
。
海

岸
の
埋

立
地
や
河

川
沿
い
な
ど
、
砂

質
地

盤
に
加
え
、
地

下
水

位
の
高
い
場

所
で

発
生
し
や
す
く
、
地

中
か
ら
の
泥

水
の
噴
出
や
地

盤
の
沈

下
に
よ
っ
て
建
物
が
傾
倒
及
び
転
倒
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
液
状
化
現
象
は
、隣

接
す
る
土
地
で
も
地
震
の
規
模
や
揺

れ
方
な
ど
に
よ
り
被
害
の
現
れ
方
が
異
な
る
た
め
、こ

の
地
図

で
は
危
険
度
を
「
大
」・「

中
」・「

小
」
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

　
現

在
お
住
ま
い
の
土

地
の
地

盤
を
、よ

り
詳
し
く
知
る
た
め

に
は
、「

静
岡

県
統

合
基

盤
地

理
情

報
シ

ス
テ

ム
(
G
I
S
)
」

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
g
i
s
.
p
r
e
f
.
s
h
i
z
u
o
k
a
.
j
p
）な

ど
を
参

考
に
ご
自
身
で
確

認
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、
新

た
に

建
物
を
建

築
す
る
前

に
は

地
質

調
査

等
を
十

分
に

行
っ
て
下
さ
い
。

地
盤

の
液

状
化

現
象

に
対

す
る

留
意

点

大 中 小

陸
域

で
の

液
状

化
危

険
度

※
2

凡
　

例

津
波
避

難
訓

練
対

象
区

域
の
境
界

※
1

※
 色

が
付
い
て
い
な
い
場
所
は
、
液
状
化
の

　
 危

険
度
が
「
な
い
」
及
び
「
対
象
外
」

※
 陸

域
に
か
か
る
メ
ッ
シ
ュ
が
小
さ
い
場
合
、

　
 海

域
も
含
め
た
メ
ッ
シ
ュ
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

第
4
次

地
震

被
害

想
定

津
波

浸
水

域
の
境
界

津
波
災

害
警

戒
区

域
　
　
　
　
　
　
　
　
の
境
界

※
3

(
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン

)

津
波
避
難
タ
ワ
ー

津
波
避
難
マ
ウ
ン
ト

市
公
共
施
設
、
市
学
校
施
設

・
警

戒
避

難
体

制
を

特
に

整
備

す
べ

き
区

域
で

す
。

・
図

中
の

青
線

が
、

津
波

災
害

警
戒

区
域

（
イ

エ
ロ

ー
ゾ

ー
ン

）
に
指

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

・
区

域
内

で
は

、
津

波
浸

水
想

定
の

浸
水

深
に

津
波

が
建

物
等

に
衝
突

し
た

際
の

せ
り

上
が

り
の

高
さ

を
加

え
た

水
位

（
基

準
水

位
）

が
示

さ
れ

ま
す

。
 
 

　
基

準
水

位
の

詳
細

は
、

地
区

別
版

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

ご
確

認
く
だ

さ
い

。

※
3
　

津
波

災
害

警
戒

区
域

 
(
イ

エ
ロ

ー
ゾ

ー
ン

)

東
日

本
大

震
災

後
の

平
成

2
3
年

度
に

、
沼

津
市

で
こ

れ
ま

で
最

も
大
き

な
被

害
を

受
け

た
安

政
東

海
地

震
（

1
8
5
4
年

）
の

津
波

浸
水

域
を

含
む

単
位

自
治

会
の

区
域

を
「

津
波

避
難

訓
練

対
象

区
域

」
と

定
め

、
津

波
対

策
や

津
波
避

難
訓

練
に

取
り

組
み

ま
す

。

静
岡

県
が

南
海

ト
ラ

フ
沿

い
で

発
生

す
る

地
震

に
備

え
策

定
し

た
第
４

次
地

震
被

害
想

定
で

、
津

波
が

浸
水

す
る

と
推

定
さ

れ
る

最
大

の
区

域
で

す
。
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